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　連合愛媛の第 33 回定期大会が 11 月 17 日（金）、愛媛県勤労会館において開催されま
した。2020年に確認された新型コロナウイルス感染症以降は縮小開催としてきましたが、
4年ぶりに通常開催とし、ご来賓には連合本部から北野副事務局長をはじめ、中村愛媛
県知事、野志松山市長、友好政党代表者、各事業団体代表者、連合愛媛元会長・元事
務局長と、役員・代議員・特別代議員等 150 名が出席しました。
　はじめに主催者を代表し菊川会長は、①組織強化・拡大と集団的労使関係につい
て ② 2023 春季生活闘争および愛媛県最低賃金 ③政治関連 ④新年度の運動方針等に
ついて触れ、「社会が変化するスピードに取り残されることなく、誰一人取り残される
ことのない社会の構築に向け、スピード感を持って取り組みを進め、コロナ禍の経験
を踏まえ、未知の課題に対して臆することなく、果敢に挑戦していこう！」と力強く
あいさつしました。
　次に報告事項では、① 2023 年度一般活動報告 ② 2023 年度会計報告ならびに会見監
査報告を行い、満場一致で承認されました。引き続き審議事項では、① 2024 年度活動
方針（案） ② 2024 年度予算（案） ③ 2024 年～ 2025 年度役員（案）を提起し、満場一致
で承認・採択されました。
　なお、今大会で退任されました、JP労組の石川前副会長、情報労連の吉成前副会長、
JP労組の藤田前執行委員、自治労の玉井前執行委員、電力総連の髙谷前執行委員、情
報労連の金並前執行委員、国公総連の和家前執行委員、全自交の宮岡前執行委員、メ
ディア労連の丹生谷前会計監査の方々には、今日までのご尽力に対する感謝と、今後
のご活躍をご祈念申し上げ、最後に菊川会長より団結ガンバロー三唱を行い、閉会し
ました。

　 11月 14 日（火）愛媛県庁議事堂（委
員会室）において 2024 年度の「政策・
制度要求」について、菊川会長・宮﨑
政策委員長をはじめ 8名が出席し要請
を行いました。
　冒頭、菊川会長より「働くことを軸
とする安心社会の実現をめざし、すべ
ての労働者の生活向上と生活者の視点
から、安心・安全な生活環境の維持・
整備などを踏まえた要請をメインにし
ている。短い時間ではあるが、幅広い
意見交換をお願いしたい」とあいさつ
しました。
　その後、5つの柱・31 件の要請を行

い、要請内容の補足では、村井委員・小川委員・山本委員から県内企業に対するパー
トナーシップ構築宣言の働きかけや、少子化対策に関する課題、さらには、安心で
きる町づくりと社会インフラの整備について、意見交換を行い、今回の要請内容を
踏まえながら、2024 年度愛媛県の政策に反映していくことを確認しました。

　 11 月 3 日（金）に SDGs の一つである『陸の豊かさも守ろう』をテーマに、今後の多様な諸活動
へ活かすことを目的とした学習会を開催し、青年委員会・女性委員会役員及び各構成組織の組合員
34 名が参加しました。
　はじめに、面河山岳博物館（学習会＆フィールドワーク）までの移動時間を活用し、久万高原町
ふるさと創生課のジョーンズかおり氏による「自然豊かな久万高原町のふるさと創生について」の
講話を受けました。
　次に、面河山岳博物館では、石鎚山系に生息する動植物や岩石、石鎚山岳信仰・登山史などの紹
介がありました。また、フィールドワークを通じて、実際に自分の足で歩き、面河渓や石鎚山など
の歴史に触れることができました。その後は、久万高原ふるさと旅行村で、各グループに分かれ食
事をとりながら、「仕事のこと、活動のこと、今日学習したこと」など話題が尽きることなく、異
業種交流をはかることができました。
　参加者からの感想では「今回のテーマである『久万高原町の自然を感じ、豊かさを守ろう』の中
で、たくさんの人々の活動が具体化し、さらに向上させる方法は何なのかを考える機会となり、自
然を保護しながら変化を促進させる難しさを実感できました。今回得た知識を組織や職場に持ち帰
り、共有し、様々な活動に活かしていきたいと思います」など、有意義な時間を参加者と共有する
ことができました。
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社会を新たなステージへ、　　　
　ともに歩もう、ともに変えよう

～ 仲間の輪を広げ 安心社会をめざす ～

～５つの柱 31 項目について要求を行う～

2024年度連合愛媛 政策・制度

要請の抜粋
５つの柱
（31項目）

Ⅰ．適正な取引慣行の実現……………………………  4項目
Ⅱ．地域雇用の拡大と労働環境の整備………………  4項目
Ⅲ．ジェンダー平等政策………………………………  3項目
Ⅳ．子ども・子育て支援等の充実……………………  7項目
Ⅴ．安心できる町づくりと社会インフラの整備……13項目
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退任あいさつをする金並泰志（情報労連） あいさつをする新執行部
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連合愛媛 2024ユースフォーラム
「久万高原町の自然を感じ、豊かさを守ろう」


